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【研究目的】動物がもつ様々な器官は適切なサイズをしており、このサイズが器官の正常
















イズを計測した。 (2)tk136 変異体と pqn-74(tk137)変異体、lgx-1(gk935268)変異体に対して





【実験結果と考察】(1) gob-1(tk136)変異体と null 変異体である pqn-74(tk137)及び lgx-
1(gk935268)の二重変異体の咽頭サイズを計測したところ、pqn-74ではエンハンスせず、lgx-
1ではエンハンスした。このことから、gob-1は pqn-74と同じ遺伝的経路、lgx-1とは異な




蓄積はキチンの正常な局在を妨げると考えられる。 また LGX-1 によるキチンからキトサ
ンへの脱アセチル化がキチンの蓄積量を調節すると考えられる。(3) tps-1(ok373)変異体に
gob-1 の Co-CRISPR/Cas9 を行った結果、gob-1 遺伝子に 251 bp の欠損がある gob-1(tk176) 
tps-1(ok373)変異体を獲得することができた。（tps-1は GOB-1上流の T6P合成酵素をコード
する。そのため tps-1(ok373)変異体では T6P の蓄積がないと予想される。）この変異体の表
現型を観察すると、L1～YA期致死で L3期以降生存時は腸に異常な顆粒が見られた。この
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